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表2 製遣業規模別買金格差および上昇串の推移（き歌つて皮給する給’力

格 蒲 上 昇 率

50跳 坦呈釧50鉱
　　　摯

5人一
29人

1人一
　4人

500人
　以．ヒ

100人降0人一
一499人　　99人 5人一

　29人
1人一
　4人

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％1 ％・ ％ ％

55fド 100．0 7ろ．6 65．8 54．2 41．7 4．5 5．4 8．6 9．1 12．5

乙6 100．0 77．1 69．1 57．ア 48．1 6．ア 11．o 12．8 12．2 21．7
57

100．0 80．5 75．8 65．6 54．7 6．7 10．4 15．4 21．6 21．5
58

100．0 81．9 76．5 6ア．1 58．9 8．4 9．9 1L4． 11．2 1ア．1

59
100．0 82．1 76．9 69．2 61．1 IO。6 12．6 、15．1 15．4 14曹1

40
100．O 85．7 78．5 72．6 64．6 7．8 10．0 9．9 15．2 14．0

（注）上昇躍は、ツツプル替えに伴うギャップを修正して算山。　（資料詞0鯛仮労鋤臼琳P548）
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表4 生活保護基準第23次改定の概要（1級地）

第　22　次　改　定
　‘41年4月）

第25次改建　（42エド4月） 摘　　　　　　　饗

』生活扶助基郡
（基ヒ照庄活費） F 1』」

（旦｝居宅q類＋2類） 月額　　　　　　20．662 25，45し 1級地襟巡4人邑帯
12》期末一勝扶助黄 12月】人　居宅　　1，5？0 1，590 級地別！1齢　　　　傑準4
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　　　　　　6」55
　　　　　　7、150
　　　　　　9、b40
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7，6bG
8。ilO

10，850

ロ）妊雄婦加算 懸2姻灘鵬9 1，545
2，020

｛2》　母　子　加　界

（3，蹄得満加算
14》精1暉児聾．i望加算

（5》老　齢　加　算

繧ヒ星　　　　　婦ト100

〃　　　　　　　　1，580

〃　　　　　　　　2、210

ク　　　　　　　　1、200

ク　　　　　　　1，500

1，245

1，780

2，410

ト400
1，500

⑥在宅愚省加算 ク　　　　　　　　1，720 1，945

σ）人工栄鎚費 ク　　　　　　　5，290 5，2？0

（8｝入胱患者日用品費 精　神　　　　　　1，585 2，160
そ：の他　　　　　　2，560 2，700

（9）一　臼品　挟　助 衣斜寝具　　5、OQOド1以1人 5，00Qド∫以内

2、教湾挟助基巡
小　学　　5　年
中　学　　1『　fl二

学∫li品等　　　　　　505
■y；用一聖凸等　　　　　　855

555
915 饗密騨翻盤護腿
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宅嶽饅の飛高額を顕耶としだ

蜜肥補膨維抽質 q二　　鎖　　10、Oり0円以1人 10，000iIj以1／1 特別曇言～『［を孜足

4、医旗扶助鑓郡 国尿の紗療方針、診原報 同　　　　　琵
酬に『巴ずる

5、出雌挟助撞帆 1件（居尻宅）　8，000円以μ ‘居宅）8，000円以内

（衛」三材料費）1，200円 1，200円 42qこ度より施，i建において分娩

6、生渠決助基甑
ぜる必1饗のある場命、特分Il捲
耶として15，00α・IJ以内

生　　　漿　　　費
技ゴ彪修、書琳費
就職　支　度　費

1件　　　　50．OOOII∫以1荏
〃　　　　　15，0001【」以1Al
ク　　　　　15，GOOIIJ以1／i

50，000円以内
15，00α・り以内

15、000円以内
42［陶建より特別基耶として50
0001月以内

7、崩1ニミr髪助爪1～1乱 人へ　　　　　8．00016」以1／1
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6、400ド1以1人
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〃　　　　　　　　5，180
〃　　　　　　　　4，150

5，605
4，665 業種別顧培擁除100％i騨II
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（鍛高》　　　　6，200 6，550 者にっいて　その者の収人血鎖に対応して性除される

（3》特　別　控　除 仁1二飛　　　　17，000円以内 19、5001｝1以1人

14》新規就労控除 月額　　　　　　　2、0α） 2．0001■

15》未成甲者拠除 ク　　　　　　　2，000 2，0GO

⑥不安定畝労控除 〃　　　　　　　　』OOO 1，OOO

屯7》　爽　費　控　除 （鑑騰輪費・交） 同　　　　　左：
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